
 

● 水や電気、ガスが使えない時 

  災害用のトイレや飲み水、食料はおうちに用意してありますか？ 

全部一度にそろえなくとも、少しずつ、準備しておくと 

いざという時に安心です。     

備蓄の目安(1人分)   災害用トイレ 5回 ×5日分 ＝ 25回分 

           水      3ℓ ×5日分  ＝ 15ℓ 

                食料     3食 ×5日分  ＝ 15食 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

    

  

   

   

 

 

 

 

 

 

就業中のみなさまへ 

春は出会いと別れの季節。        

新年度にかけて、人事異動があり、職場環境が変わった方、

雇用契約を更新した方は、担当までご連絡お願いします。 
 

 

こんにちは！横浜東部就労支援センターです！登録者のみなさまにセンターからのお知らせをお伝えします。 

3月のお知らせ 

来所される方へのお願い 

 

感染症対策のため、以下の対

応をお願いします。 

 

☆マスクの着用は個人の判

断が基本になっております

が、当センターでの面談をす

る際にはマスクの着用をお

願いしております。 

 

☆来所時の検温と手指消毒 

※37.5℃以上の場合や体調

が優れない場合は面談を延

期します。 

 

 

 

 

お知らせは 

奇数月に発行 

しています。 

 

横浜東部就労支援センター 

〒221-0045 

横浜市神奈川区神奈川 2-14-17       

加瀬ビル 3 階 301 号室 

TEL : 045-450-5181  

FAX : 045-450-5185 

センター開所時間 ： 

午前 8 時 45 分～午後 5時 15分 

（土、日、祝祭日休） 

～ほっとひとこと～ 

横浜東部就労支援センターでも、別れと出会いの季節となりました。 

 お世話になりました職員の方々、本当にありがとうございました。  

新しい場所でのご活躍を願っております(S.Y.)。 

 

☆4年間、大変お世話になりました。就労支援から離れ、新たなチャレンジ

となるため、今からドキドキしています。今後は陰ながらになりますが、

皆さんの就労・生活を応援しています!（M.S） 

★センターがアートビルにあった頃からお世話になりました。これまで色ん

なことがあり、色んな人と巡り合うことが出来て良かったです！これから

皆さんとの思い出を胸に、頑張ろうと思います！ (^^)/（N.C） 

 

 

 

 

いざという時のこと、相談できていますか? 

 ～ 今地震が来て揺れたら、 

みなさんはどのように行動しますか ～ 

  

 
● 家族や会社との連絡はどうしますか 

  地震が起こると、停電になることが多いです。また、電話やスマホ、 

携帯電話も通じない、使えないことが多くなります。 

   電話で話すよりも、ショートメッセージやＳＮＳ、メール、連絡用の 

アプリは時間がかかっても、相手に届きやすくなります。また電話で話 

したい場合には、公衆電話はつながりやすくなっています。 

地震が起こった際の家族や会社との連絡方法を今のうちに確認をして 

おきましょう。  

● 家族や支援者とはどこで会いますか 

  もし仕事をしている時に地震が起こったら、どうしますか。 

  どこで家族と会うのか、確認をしておきましょう。 

  また生活の支援者とはどのように連絡を取るのかも確認しておくと 

安心ですね。 

 

 

ごあいさつ 

 


